













をA面 とすると、裏側のB面 は鰭に近い部分を除 き、釦をは じめとして上端の第1樹 帯から下
辺横帯下界線に至るまで錆に覆われ文様が判別できないほどであり、かろうじてそれぞれの文様





A面 に約1.5cmほどの楕円形の穴がみ られる点を除 き、湯回りは比較的良好で、ほぼ均一に
2mmの厚 さを保っている。型持孔は多少外形の歪みがあるが、舞を除いて細孔 ・下端 ともバ リ
は顕著でなく、丁寧な仕上げが施されているといえる。内面も同様である。
また、B面 の右縄帯下半 と下辺横帯左半の部分の2箇所に凹みがあ り、それぞれ底面は灰白色
と黒褐色を呈し、この部分には錆が及んでいない。表面が粗 く気泡のような凹凸が出ており、外













鰭 の幅は左右で差があ り、A面 で見ると向かって左の鰭が最大幅5mm程 度なのに対 し、右
の鰭は1cmほどである。厚さも4～2mm程度と薄 く、文様の無 さからもかな り簡素なつ くり
であるといえる。舞及び下縁の外形はいずれも精美な杏仁形を呈 し、釦 ・鰭 とも正確に長径の中
心を通る(写 真1、2)。舞は長径11cm、短径8cmを測 り、紐がつながる中心線を境 として外
側へなだらかに落ちる傾斜を持つ。下

























ほど磨滅している痕跡は見 られない。加えて、A面 でのみ観察できるが、釦 と鰭が接する部分
に、舞iの面 と並行する形で、端を外縁に接 して2本 の平行線が長さ1cmほど描かれている(写
真5)。飾 り耳脚部 とすると通常よりも上に位置 しすぎているため,性 格は不明である。
写真3側 面①(A面 右 ・B面左から)
縮尺約1/2


















り、た とえばA面 第1横 帯下段の外形線の左端は高さ21.4cmであるのに対 し、中央 は19.9
cm、右端は21.4cmである。B面 第3横 帯上段の外形線 も、左端で高さ9.5cmであ りながら右
端は10.2cmで7mmの差がある。下辺横帯の鋸歯文も中継帯 と対応する形では厳密に配置され




する。現状ではA面 で4点 、B面 で5点 の鋸歯文を判別することが可能で、A面 では中心に1






この部分はA面 ・B面とも表面の状態が悪 く、A面 で左寄 りに2点 を判別できるのみである。











袈裟檸文は3本 ずつの樹帯 と縦帯からな り、文様帯の区画線 と内部の斜格子文は幅約0.5mm
のやや太 目の線で等しく表現され、特に区別は していないようである。この傾向は他の文様でも
共通 しており、鋳型に描 く際には1種 類の工具のみを使用した と考えられる。明瞭に観察でき
る斜格子文は表面で全体の約6割 、裏面で約2割 に限 られるが、5～4mm間隔で均等に平行線






がると指摘 しているが(佐 原1964)、本例では残 りの良いA面 において中紐帯が第2横 帯を切っ
ている様子が明瞭に観察できる(口 絵参照)。一方で表面の状態が良 くないB面 においても中継
帯の外形線が観察できるが、中継帯の中にごくうっすらと第2横 帯の外形線が認められる。B面
に残 る第2横 帯の外形線は意識的に残したものかどうか、判然 としないが、A面 とB面 で切 り
合いが異なる可能性 も考えられる。3本の縫帯が第1・第3樹 帯に切 られることか らも、A面 の
縄帯優先はそれほど原則的でなかったと考えられる。 とはいえ、同等の大きさで4区 袈裟棒文
をもつ外縁付紐式の他例は第2横 帯を優先させる原則をかなり忠実に守 っており、それ らと比
較すると本例は異色の存在である。
また、特徴的な点 として、第1・第3横 帯は鰭 との境まで続き、外形線の一部ははみ出して鰭
まで達するほどであるが、左右の縦帯が鰭 と接 しない点がある。鰭 との間は0.5cm～0.8cmに




下辺横帯は1.8～2.Ocmの幅でA・B両 面にあ り、一部の外形線は第3横 帯の外形線 ととも
に、わずかながら鰭にまで達する。横帯の中に配される鋸歯文は、劣化のため視認できるものは
わずかで、A面 で9個 、B面 で2個 のみである。鋸歯文は二等辺三角形の向かって右の辺と平
行な左から右へ下がる斜線2～3本で内部を埋めるもので、この鋸歯文の描 き方はA・B面 とも
に共通する。最下段には下辺横帯下界線として2本 の直線が下辺横帯に幅0.5cmの間隔で平行









型持 孔 は舞2、 身上 半4、 身下
写真6内 面突帯の状態(B西 側)
縁4の 計10箇所 である。
舞の型持孔は鉦 に直交す る形 で
2孔 にあ る(写 真2)。 いずれ も長方形 で、長辺は鉦 に並 行す る。A面 側の型持孔は長 さ1.3cm、
幅0.8cm、B面側は長 さ1.5cmとやや広 く、幅は1.2cmを測 る。前者 は歪み が大 き く、後 者 は
正方形 に近 い形状であ る。
身上半 の型持 孔は いずれ も本来方形で あったものが崩 れて いる様 相を示 してお り、A面 は1.5
～1.4cm四方、B面 は1.4～1.7cmの最大 幅を持つ。 中継 帯 か らの距離 は2.1～2.3cmとかな り
離れ るが、型持孔が左右の縫 帯 とほぼ接す るように配置 されている。
身下縁の型持孔は身上半 と同様方形ではあ るが、上辺 が短 く台形 を呈 してい る。A面 が1.4cm
四方、B面 は左 が幅1.6×高 さ1.3cm、右 がそ れぞれ1.4×1.1cmであ り、歪みが大 きい。
ここで注意 され るのは、身 上半の肩持孔の位置の高 さであ る。A面 では身下端 か ら高 さ20cm
と高 く、B面 で はさ らに20.4cmと20.7cmにも達す る。 そのため 、上 左区 ・上右 区の上端 にか
か るほ どであ り、第1横 帯の下外形線 までは1cmほ どの間隔 しかない。 中継帯 か ら型持孔 が離
れ る傾 向は比較的多 いが、高 さ としては第1横 帯 よ りも第2横 帯 の上 外形線 にか かる例の方 が
む しろ類例 が多 い ことか ら、 まれな例 である といえ る。
⑥ 内面突帯















てい るといえる。 しかし、その一方で難波洋三の指摘する外縁付紐2式 の特徴である身上半の
型持孔の位置が高い点や、舞の型持孔が2個 である点 もまた有 している(難波1986)。このよう
に新 旧の要素を併せ持つことから外縁付紐式の中で も細分は困難で、1式 と2式の過渡期 と位置
づけ られる。その上で強いてどちらかに分けるとすれば、型持孔 という製作の技法に新 しい要素
が見 出せることから、2式の範疇に含めるのが妥当であると考えられる。
こうした形態の比較に用いた銅鐸の例には、30cm前後の資料が多いことがわかる。加茂岩倉










くな るほど大形化すると理解されているが、 この3つ の群では大きさと形式は明確 に対応 しな
い。 それぞれに外縁付紐式と扁平鉦式が混在し、一部菱環釦式も含まれている。
本 資料は2群 に含まれることになるが、本資料 と同じ30cmのグループは銅鐸全体の中でも最
も数 が多い大きさであることがわかる。また、次いで多いのが31cmのグループであり、この集
中度 合いは3群 の42cmと45cmのグループに吹く◆ものである。ちなみに、加茂岩倉遺跡出土の
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図1銅 鐸 に お け る高 さ別 の 点 数(15cm～70cm)
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から見ると、非常に定型的な一群に含まれることがわかる。
また、 この2群 に属する銅鐸が出土 した遺跡の分布が図2-2であ る。範囲は愛知県を東限 と
し、西は島根県まで及んでいる。この群の分布の特徴は、3群が存在する外縁付紐式 ・扁平銀式
が分布する福井県 ・兵庫県と京都府の北部 ・高知 県には広がらない という点である(図2-3)。
近畿の中心部でも、大阪府下の資料は限 られ3群 が多い旧国の河内の地域ではほ とんど見 られ
ない状況である。全体的には3群 の範囲に入 るが、その中で も限定的な分布を示すといえる。
ちなみに、1群の分布は(図2-1)近畿中心部 と島根県に集中があ り、3群の範疇に収まるが、
群独自の特殊な分布圏を持つことはない。
以上から、2群は銅鐸分布の密な範囲内に存在 しつつ、独自の分布を有 し、空 白域を補完する
ような性格をもつと考えられる。
おわ りに
形態的諸特徴 と高さから明治大学4号 銅鐸の位 置づけを試みた結果、本資料の属する銅鐸の
一群は、銅鐸の定型的な一種 との見通しを得た。また、文様そのほかの要素について検討するこ
とができなかったが、高さが揃う2群では、4区袈 裟裡文が占める割合が74例中54例と、実に約
70%を占めている。形態や施文の違いは個体ごとで大 きいが、型式 を超 えてこうした共通性が








凡例 ・… 同 じ群の銅鐸が2点以下a… 郡 ・旧国単位の伝 出土地
◎ … 同 じ群の銅鐸が3点以上0500km
図2高 さに よ る グ ル ー プ ご との 銅 鐸 の 分 布
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